
(株)島津テクノリサーチ

S‐エチル=2‐ (牛 クロロ‐2‐メチルフェノキシ)チオアセター ト

(別名)フ ェノチオール、MCPA―thioe的 1

S―E的 早
―ChiOrO_2-methylphenoxy)hiOacetate

294,6‐ トリニ トロ トルこEン

(月可名)TNT、 2,4,6-N、 卜Mehyl-2,4,6ぃ t��tЮbenzene,α ―仕initЮtoluene

2,4,6-Tinitrotoluene                         .

牛アリル‐1,2‐ジメ トキシベンゼン

例吐名 )WIellyleugenOl、 Eugenol methyl ether、 1,2-Dimethoxy-4-Л lyibenzene

4-ally卜 1,2-dimethoxybenzene

【対象物質及び構造式】

フェノチオール

CAS番号  25319-90-8

*1 :Expe�m Reference  :  TOttdinラ C(1997)
*2:Expeim.Reference  i  Hansch,C ct aI(1995)

*3:化
学物質安全情報提供システム (KIS―NET、 神奈川県)な どの化学物質データベース

2,4夕6-ト リニ トロ トルエン

CAS番号  118-96‐7

牛アリルー1,2‐ ジメ トキシベンゼン

CAS番号 93‐ 15‐2

【物理化学的性状】

物 質 分子量 沸点(℃ ) 蒸気圧 (kPra)
水溶解度

(mg/L)
LogPow

フェノチオール 2447
165

(71mdg)

0.000021

(20℃ )

23

(25℃ )

405(実測値 文献)■

]

3.15(計算値)*3

2,4,6…

トリニ トロ トルエン
227.13

240

(分解、爆発)

剖 _0∞ 1

130

(20k3)

1.60(実測値 文献)*2

1.99(計算値)*3

178_25 2547
0.133

(85℃ )

500

(25℃ )

3.03(計算値)*3
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【毒性、用途等】

毒性情報

用   途

[フ ェノチオール
]

マウス (経 日LD50:750m8/kg、 経皮 LD50:>1500 mg/kg)

ラン ト (経 口LD50:7響 -877 mg/kg、 吸入 4H LC50:>0.044 mg/Lj

甲殻類 (ミ ジンコ) 暴露 6H LC50:4.5 mg/L

甲殻類 (ア メリカザ リガニ) 暴露 72H LC50:35 mg/L

魚類 (コ イ)暴 露 48H LC50:2.5 mg/L

魚類 (ヒ メダカ) 暴露 48H LC50:8.4 mg/L

魚類 (ド ジ ョウ)暴 露 48H LC50:3.3 mg/L

[2,4,6-ト ヅニ トロ トルエン]

マウス (経 口LD50:660 mg/kg)

ラン ト 僻竪口LD50:795-3140m&kg)

イヌ (経 口LD50:660mゴ kg)

魚類 (フ ァットヘ ンドミノー) 暴露 96H LC50:1.2 mg/L

魚類 (ニ ジマス) 暴露 96H LC50:1.2 mg/L

魚類 (ブルーギル) 暴露 96H LC50:1.6 mp比

[4-ア リル_1,2-ジ メ トキシベンゼン
]

急 l■_毒性 LD50:1,1791堅 /kg(経 日、ラン ト)、 H2mg/kg(静脈内注射、

マウス)、 540 mg/kg(腹腔内注射、マウス)

[フ ェノチオール
]

農薬 (除草剤 )

[2,4,6… トリニ トロ トルエン
]

炸薬、硝安爆薬用鋭感剤

[4ぃア リルー1,2-ジ メ トキシベンゼン]

農薬
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§1分 析 法

(1)分析法の概要

水質試料 lLを有機溶媒にて抽出 し、シ リカグルカラムで精製 した後、GC/MS(SIM法 )

で分析する。

【試薬の安定性・毒性】

[フ ェノチオール
]

土壌中では速やかにMCPAに分解される(湛水条件での半減期は2日 以内)。 ttJl■ で

安定、アルカリ性で比較的不安定。水中半減期(25℃)22日 (pH7)、 2日 (pH9)

[2,4夕 6-ト リニ トロトルエン]

高濃度溶液の取り扱いは、爆発性に関して注意が必要。

(2)試薬・器具

【試薬】
フェノチオーアレ

2,4,6-ト リニ トロ トルエン

牛ア リルー1,2-ジ メ トキシベ ンゼン

フェナン トレンーd10

ヘキサン

酢酸エチル

アセ トン

塩酸

固相カー トリッジ

超純水

【器具】

三角フラスコ

ナス型フラスコ

試験管 (共栓付)

バイアル

注射筒

ロータリーエバポレーター

和光純薬工業株式会社製 168‐ 18441

DttEhrenstofer tt LA17891200
l Acuu Standard社

製 ALR-061S―ET-10X

C/D/N Isotope D-120

残留農薬試験用 和光純薬工業株式会社製

残留農薬試験用 和光純薬工業株式会社製

残留農薬試験用 和光純薬工業株式会社製

特級 和光純薬工業株式会社製

Sep―Pak Vac 3mL(Sihca 500mg)Waters社 製

(電気抵抗 16M Ω以上の水 )

200 mL

500 mL

10 mL     ・

GC/MSオー トサンプラー用バイアル

10 mL用
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(3)分析法

【試料採取及び保存】

環境省 .「化学物質環境調査における試料採取にあたつての留意事項」に従 う。また、

速やかに波J定ができない場合、測定まで酸性 (分解性試験では pH5で安定)にて冷蔵

保存する。

【試料の前処理及び試料溶液の調製】

試料 lLを 2L分液口
=卜

に取り、50gの塩化ナ トリウムを入れ、希塩酸 (350/0塩酸 :

水溶液=1:4)で pH3以下になるよう調整 し、ヘキサン :酢酸エチル(3:2)溶液 100 mL

を加え、振とう機で 10分問抽出し、静置後、有機層(上層)を分取する。再び水層にヘキ

サン :酢酸エチル(3:2)溶液 100 mLを力日えて、同様の抽出操作を繰 り返す。有機層を 200

mL三角フラスコに合わせ、無水硫酸ナ トリウムを加え 15分静置して脱水する (ゆ つく

リフラスコを廻してもよい)。 抽出液を 500 mLナ ス型フラスコに入れ、ロータリーエバ

ポレーターを用いて 35℃で約 l mLまで濃縮した後、ヘキサン20 mLを加え再び同様の

濃縮操作を繰 り返す。濃縮液を 10 mLス ピンツ管に移した後、内標準物質を 100 ng添

加後、窒素ガス(純度 99.999°/O以上)を用いて濃縮し、正確に l mLと し、測定用試料液 と

する(注 1)。

【空試酸液の調製】

試料を使用せず、【試料の前処理及び試料液の調製】の項に従つて操作し、得られた

試料液を空試験液とする。

【標準液の調製】

対象物質標準品(フ ェノチオール :20 mg、 2,4,6-ト リニ トロトルエン :l mLア ンプル

10001t3/mL、 牛アリル…1,2-ジメ トキシベンゼン :l mLア ンプル 1000肥れりをそれぞれ

lmLま たは適量をとり、ヘキサンで正確に 20 mLと して標準原液(フ ェノチオール :

lmゴmL、 2,4,6-ト リニ トロトルエン :50μ』韓 、牛アリルー1,2-ジ メ トキシベンゼン :

50 μg/mL)を作成する。この標準原液をヘキサンで

'贋

次希釈し、標準溶液を作成する。

標準溶液の各濃度は、5～ 100 ng/mLと する。

また内標準物質(フ ェナントレンーd10:20mg)をヘキサンで正確に 20 mLと して内標準

原液(l mg/mL)を 作成する。この内標準原液をヘキサンで希釈し、濃度 50 μg/mLの溶液

を調製する。

なお内標準物質としてフェナン トレンーd10は、最終測定用溶液として 100瑶/mLと

なるように添加する。
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【狽J定】

[GC―/MS分析条件]

使用機器       GCMS2010 (島 津製作所製 )

カラム        zB1 30 m× 0_32mm I.D。 (025 μm)phenOmenex製
昇温条件       50℃ (l min)… 10℃/min_200℃ (O min)_15℃/�n-300℃

(10 �n)

注入方法       スプ リントレス注入法 (l min)

注入 日温度      270℃
注入量        2出
キャリアーガス流量  線速度一定モー ド 55 cWmin
インターフェース温度 270℃
イオン化法      EI

モニターイオン

定量イオン 確認イオン1 確認イル 2 確認イオン3

フ‐ノブ
イラオーール     244     246     125      75

対象物質
   トリニ ;七系 ルエレ/    210     180     89

ジゴ トT宍 テ必ン     78     163     147

内標準物質  フェナン トレンーd10   188

[検量線]

検量線作成用標準液 2出 を GC/MSに注入 し、内標準物質に対する相対 ピーク面積 と

濃度の比か ら検量線を作成する。なお内標準物質については、フェナン トレンーd10を用
いる。

[定量 ]

試料溶液 2出 を GC/MSに導入 し、得 られた物質のピーク面積 と内標準物質 との濃度

比と面積比を用いて検量線から濃度を算出する。
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[濃度の算出]

c(昭 /L)=
V

水質試料中の測定物質の濃度(肥 /L)

試料中の測定対象物質の重量(a
測定対象物質の操作ブランク値(μ9
試料採取量(L)

[装置検出下限cDL)]

木分析に用いた CC/MSの IDLを 以下に示す(注 2

As ― At

Ｃ

Ａｓ

対

ｖ

物質
IDL

(ng/mL)

試料量

(L)

IDL試料換算値

(Hg/L)

フェノチオール 0.34 000034

2ク4,6-ト リニ トロ トルエン 0_79 0.00079

牛ア リルー1,2ぃジメ トキシベンゼン 0.40 0.00040

[測定方法の検出下限(WEDL)、 定量下限(MQL)]

本測定法における WIDL及び MQLを以下に示す(注 3)。

物質
試料量  検出下限値

(I二) (卜
ty比)

定量下限値

(:引
gylj)

フェノチオール 00010 0.0027

2,4,6-ト リニ トロ トルエン 0.0013 0,0034

牛ア リルー1,2-ジ メ トキシベンゼン 000082 0.0021
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推と  角旱

(注 1)

試料中の爽雑物が多い場合、ロータ リーエバポレーターを用いて約 l mLま で濃縮 し

た溶液をシリカグルカラム(sep―Pak vac 3mL(S』ica 500mg)Waters社 製)に負荷 し、50/0ア

セ トン/ヘキサン溶液 5 mLで測定物質を溶出させる。この溶出液を内標準物質 100 ng

添加後、窒素ガス(純度 99.999%以 均 を用いて l mLま で濃縮 し、測定用試料液 とする。

なお、溶出試験検討結果を以下に示す。まず、ヘキサン 10 mLでは、いずれの測定物

質も全 く溶出しなかった。次に、20/0アセ トン/ヘキサン溶液による溶出試験について、

フェノチオール、牛ア リルー1,2-ジ メ トキシベンゼン及びビフェン トリンは 5 mLま でで

ほぼ全量が溶出したが、2,4,6-ト リニ トロ トルエンは 5 mLま ででは全 く溶出しなかった

(溶出試験検討結果(1))。

そこで、5%アセ トン/ヘキサン溶液による溶出試験を行つたところ、いずれの狽J定物

質も 5 mLま ででほぼ全量が溶出したため、試料前処理液を負荷 し、ヘキサン 10 mLを

流 して前捨て後、5%アセ トン/ヘキサン溶液 5 mLで狽J定物質を溶出させることとした

(溶出試験検討結果(2))。

溶出試験検討結果 (1) 回収率/%

溶出試験検討結果 (2) 回収率/%

溶出1夜 ヘキサン 20/0ア セ トン/ヘ キサン
5%ア セ トン/ヘ

キサン
Total

成分名 0‐5mL 5‐ 10mL 0‐2mL 2-4mL 4-5mL 5-6mL 6‐7mL 7‐ 10mL 0-2mL 2■4HIL

牛アツルー1?―

ジメ トキシベンゼン
0 0 4447 0

2,4,6-

トリニ トロトルエン
0 0 0 3.割

フェノチオール 0 0 8658 065 0

ビフェン トリン 0 0 10658 668 1.05 0 l1431

溶出液 ヘキサン 5%ア セ トン/ヘキサン Tolal

成分名 0-5mL 5■OmL 0-2mL 2-4mL 4-5rnL 5-6mL 6-7mL 7‐ 10mL

4‐ 7リ ル‐1,2-

ジメトキンベシゼン
7026 0 7828

2,4,6-

トリニ トロ トルエン
0 0 8473 0 0

フェノチオール 23_79 5708 0 0

ビフェン トリン 0 3102 6582 0
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(注 2)

IDL(装置検出下限イ直)は、「化学物質環境実態調査実施の手引き」(平成 17年 3月 )に従

って、表 1の とお り算出した。

表 1 装置検出下限仰)L)の算出

対象物質名
4-:π リルーl,2ぃ

ジメ トキシベンゼン

試料量lL)

最終液量cmL)

注入濃度(ng/1nL)

装置注入量(ぃ)

1

1

5

2

結果 1

結果 2

結果 3

結果 4

結果 5

結果 6

結果 7

4.67

461

4.58

463

4.62

470

4.36

平均値

標準偏差

IDL(Ilg/1hL)

IDL試料換算値 (ng/L)

S/N

CV(レ0

460

0.10

0_395

0.395

22

2.2

1

1

5

2

1

1

5

2

4.25

4.22

4.16

4.14

4.01

4.01

4.14

5.03

5.16

5.38

5.04

535

564

5.12

4.14

0.087

0.335

0.335

20

21

5.25

0,21

0.794

0,794

7

3.9

※IDL=t(n-1,005)× 6・・
_1× 2
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(推と3)

狽J定方法の検出下限KMDL)及 び定量下限仙喰L)は、「化学物質環境実態調査実施の手      |
引き」(平成 17年 3月 )に従って、表 2の とおり算出した。

表 2 測定方法の検出下限cMDL)及び定量下限(MQL)の算出            |

対象物質名 フェノチオール
2,4,6‐

トリニ トロ トルエン

4‐ /リ アレ_192‐

ジメ トキシベンゼン

試料量(L)

標準品添加量(ng)

試料換算濃度(ng/L)

最終液量(InL)

注入濃度cng/1nL)

装置注入量(止)

操作ブランク平均(ng/L)①

無添力口平均(Ilg/L)②

0

0

0

0

0

0

結果 1(ng/L)

結果 2(ng/L)

結果 3(ng/L)

結果 4(ng/り

結果 5(ng/L)

結果 6(llg/L)

結果 7(ng/L)

3.83

4.42

421

4.39

450

469

4.59

5.50

551

5_50

506

525

468

4.68

4.77

512

515

536

488

4,81

526

平均値

標準偏差

NCDL(ng/L)

MQL(ng/L)

S/N

CV(レ0

4.38

0.27

1.03

265

18

6_5

5 17

0.343

1_32

3,43

6

6.6

505

0_2ユ

0.816

211

17

4.2

※IIDL=t(n-1,0_05)× 銑…1× 2

※MQL=輪_1× 10

① 操作ブランク平均 :

試料マ トリクスのみがない状態で他は同様の操作を行い、決J定 した値の平均値
② 無添加平均 :

卜のL算出用試料に標準を添加 していない状態で含まれる濃度の平均値
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§2  角卒  司地

【分析法】

[フ ローチヤ~卜
]

[検量線及びマススペク トル]

検量線及びマススペクトル図等を以下に示す。

精製 (必要に応 じて)

シリカゲルカラム (5%アセ トン/ヘキサン)

内標準添加

図 1.分析フロー
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標準溶液の検量線(5～ 100 ng/mL)
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・メトキンヘ

手
ンセ・ン

IDれ l   Jn/z:173.00
タイプ▼ターケウト
賠 時間:10.059
面積 :47147

鴻託房輩:99.753ppb

メW8■.00114瑞 l醗 習躍

メ147*1,00

29,652

|↓

0 0.5

図 3_フ ェノチオール、2,4,6-ト リニ トロ トルエン、牛ア リルー1,2-ジ メ トキシベンゼン

クロマ トグラム
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保学部寺蘭 :14.S(ス キャン導と1035) ピーク:駐r124 ^七スととヶ:7560339
スてクトルル :シング′ン1■.8(1035)  ハ・ッタタランド:ピークおヽら計算

フェノチオール

2,4,6-トリニトロトルエン

毎彗守
=子

間違3,1(ス キャン軒:尋50) と・―夕数却6 へ'スととク:210(↑↑3つ
スてクトルル |シング,レ 猛3.1350) ハ

予
ックダテンド:ピー クから計算

た

】4'  と0こ   1 19忍

4… ア)済■,2-ン
tメ

常 シヘ・ンセ
Ⅲ
ン

図 4.フ ェノチオール、2,4,6-ト リニ トロ トルエン、13C,15N-2,4,6-ト リニ トロ トルエン、

牛ア リルー1,2-ジ メ トキシベンゼン マススペク トル

m/乞

佛準斜時闘 :1◇_0停くキャン競486) とk夕碧驚i100 へ■スとと夕:178(55751)
沐ヘツトメ1/ル :シング′レ 10.0(48$)  ′ゞンタク

で
ランド:ピークから計 算
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10` lS.2

倦舎物名 子フエデ争黄―ル

化建潮物奔生フェナントレンーd10

44,287

|!         44.蒔
i・

‐
      |

'■ 1            1

面積:HOT4.            |

濃度逮予鉛Gppb

′2五手島0111とな累3 眠♂t翠轍

ID#工2 �/z:188
タイプ:ISTD   I

番幕I言恥:13争
9 

ィ|

.′ 188*1ら 00

~~・

11.0''T・
・ :  l二

.7

図 5‐1.フェノチオ~ル I検
量線最低濃度(5 ng/mLJの クロマ トグラム
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282

▼  ~ヽ ~~r‐ rヤ
¬

ム _、 _ぉ、_航 へ、J

|

19命 9          13.5

化合物名 :2,4,併卜

"二

静 |,V‐ン

化 合彩>名 :フェナントレンーd10

44,287

ヨ)神:2    m/z:210◆OC
タイプ:ター>Ⅲタト
事諸幸争除季闘二18.089
面積 :402

謡器爆雪:5.562,p等

蛇1041.GOユ 8艦 爾 詈躍

｀
お9キl.00

ID帯:12 m/z:188
タイプ!ISTD
保持 H寺問:14.329
羅覇痢責:77455

/138半 1.00

14.0 14,7

図 5-2.2,4,6-ト リニ トロ トルエン 検量線最低農度(5 ng/nt)の クロマ トグラム
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ギヒ捨劇効幾猟4-7'肝1)2-ン
と
メト|サミン芝'ン    '

彗

ｌ

-  1    '  T=
14.0

図 5‐3i4-ア リルー1,2、ジメ

化合物名ェア千ナントレ4d10
ID帯 :12 ね/z宝 188
タイプ;ISTD

擦拝呪稚:生
能9
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[添力日回収実験結果]

市販飲料水及び河)|1水 (京都市)への標準物質添加回収実験結果を表 3に示す。

表 3.添力日回収実験結果

試料
フェノチオール

2,4,6-

トリニ トロ トルエン

, 4-フ
オ
リルー1,2-

ジメ トキシベンゼン

ミネラル水  河川水 ミネラル水  河川水 ミネラル水  河川水

試料量 :L

務ヽカロ哲登i ng

試行回数

平均回収率(幼

変動係数(CⅥ

1      1

50          50

5            5

1002        86.9

4.2         44

1      1

50         50

5           5

999        96.3

14         5.3

1      1

50          50

5            5

94.1        88.5

5.4         2.6

[分解性スク リーニング試験]

分解性スクリーニング試験結果を表 4に示 した。なお標準品は、それぞれ 50 ngずつ

添力日した。(設定濃度は 50軽ん とした)

試験結果から、試料採取後はできるだけ速やかに前処理を行い、分析する必要がある。

表 4.分解性スクリーニング試験結果

フェノチオール

残存率(豹

2ぅ 4,6-ト リニ トロトルエン

残存率(狗

牛アリルー1,2-ジメ トキシベンゼン

残存率(り

pH 1日寺間
5日 後

pH 1時間
5日 後

pH 1時間
5日 後

暗所 光照射 暗所 光照射 暗所 光照射

76 Ｏ
Ｏ 69 5 82 68

7 91 66 7 107 70 50 90 68 52

9 91 9 ｒ
∪ 9 82 57
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[環境試料分析例 ]

京都市内河サ|1水試料からは、フェノチオール、2,4,6-ト リニ トロ トルエン及び 牛ア リル

‐1,2-ジ メ トキシベ ンゼンの検出は確認 されなかつた。

化栓ド4勿非生フェノチオール

ID#i3 m/z:244
タイプ:ターダット
保持時間:0.000

曜::こ :ヽ.D.(Pe:工 )

#  m/z 面積 測定Ъ 設定%
*0,00   37,001  246.00    0

1244*1.00

図 6-1.フ ェノチオール京都市内河サ|1水試料のクロマ トグラム

化 合 1勿準争:2,4,6-トリニトロトルエン

1

1246*1.00

1          
‐

13_0

図 6-2.2,4,6-ト リニ トロ

｀210*1.00

13.5

トルエ ン京都市内河サ|1水試料のクロマ トグラム

15.0  15.2

190

―

―

―

―

―

―

）
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化合物名:4「アリァレー1)2-シリトキシヘ・ンセ'ン

ID4:l m/z:178
タイプ:ターケ・ット
保持時問:0,000

面積 :0

濃度IN.D>(Peaけ

#  m/z 面積  測定% 設潮
1  147心00    0    *0,00   35.00

ン178*1,00

｀ヽ
147*1,00

10.0            10.5

図 6-3.牛ア リルー1,2…ジメ トキシベンゼン京都市内河サ|1水試料のクロマ トグラム

【評価】

本法により、水質試料中フェノチオール、294,6‐ トリニ トロトルエン及び牛アリル‐1,2-

ジメ トキシベンゼンは、それぞれ 0.0010躍ん,0_0013 pg/L,及び 0 00082 μg/Lレベルで

測定(それぞれ 00027肥れ,0_0034μ_g/L,及 び 0 0021 μg/Lレベルで定量)が 可能である。

【試料採取及び試料の輸送】

試料採取は洗浄済みのガラス容器を用い、その後冷暗所にて輸送・保管する。また、

速やかに波J定ができない場合、測定まで中性または酸性 (分解性試験では pH7及び pH
5で比較的安定)にて冷暗所で保存する。
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S‐ Ethyl(4‐ chloro-2-methyIPhenoxy)hiOnceta俺

2,4,6‐ Trinitrotoluene

l‐Methyl‐2ぅ 4,6‐tHinitrobenzene, α―t� nit】・otoluene

4-aⅢyI-1,2-dimethoxybenzene

Methyleugenol,Eugenol methyl ethelら 1,2-Dimethoxy-4-rallylbenzene

E)igest of Scheme

For water sarnple, extraction, cleanup and analytical methodology was developed for

S‐Ehyl(4-chioЮ ‐2-methylphenoxy)hiOacetateフ トMethy卜 2,4,6… trin■robenzene,and ttallyト

1,2-(� methoxybenzene.

In l L wtter su∬ ogate standard was spiked and then liquid■ iquid extraction was conducted

with hexane and ethyl acetate The extracted samples were de― hydrated with sodium sulfate

layer and evaporated for silicagel coluIYIII Cleanup in which elution was done wth 5°/O acetone

in hexane The eluants were evaporated syttnge spike was included,calibration were done and

analyzed wth GC/MS_

[S―E社lyl(4… cHoro-2-methylphenoxy)hiOacetate]

The detection hmit was O_001肥/L The recoveり of S… Ethyl(4‐ chioЮ…2-methyい henOXy)―

thioacetate in water contai� ng O.05 μg/L was86.9°/O.The relative standard deviation was

44%

[卜MehyI-2,4,6-trinitЮbenzene]

The detection limit was O.0013 μυL The recovery of卜 Mehyl-2,4,6-tinittobenzene in

water containing O.05 pg/L was963%.The relat� e standard de� ation was 5 3%.

[牛 ally卜 1,2-dimethoxybenzene]

The detection liH� t was 0 00082 μg/L. The recovery of 4‐ allyI-1,2-dilnethoxybenzene in

、vater containing 0 05 μg/L was88 50/O. The relative standard deviatton was 2 60/O

Figwcl Flowchart illustratc salnpling,clcanup and analytical rncthod

for S―Edlvl(4‐ chloro-2-lnethげ lphenow)thiOacctate,

l MCtⅢ l-2,4ぅ6-trinitrolDcnzcnc,and ttallyl■ ,2-dimcthoxybcl■zene

Liq■lld Liquid Extraction

with Hcxane

&Ethvl acetatc

Silicagd

Colllltln Clcanup

Syringc SPiko
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物質名 分析法フローチャー ト 備考

S―エチル =2‐(4‐ ク

ロロー2-メ チルフェ

ノキシ)チオアセタ

ー ト

(別名)フ ェノチ

オール

2,■ 6-ト リ‐ トロ ト

ルエン

(別名)TW、
2,4,6‐「nヾT 、
2,4,6‐Trinitrotolucnc

4‐アリルー1,2‐ ジメ

トキンベンゼン

(別名 )

卜Icthyteugcnol、

Eugcnol mcthy〕

cthcr、

1,2‐ Dirncthoxy-4-311

ylbcnzcne

4‐ nHyI‐ 1,2‐dimcdlox

ybcnzcnc

ン/酢酸エチル

カ ラム

ZB1 30 m×  0.32

mm ID (0_25
ⅢШD血 )

SIM
フェノチオール

m/z==244,246,125,75

SIM
2,4,6‐ TW 、

n/z=210,18∝ 89

SIM
牛アツル‐12‐ジメ

キンベンゼン

m/z=178,163,147

フェナン トレン
ーd10

H1/z=188

検出下限<水質>

[フ ェノチオール ]

0 0010 μg/L

[2,4,6‐ TblT]

0 0013 μg′L

[牛アリル _1,2‐ ジメ

トキシベンゼン
]

0.00082トノL

シ リ カ グ ル カ ラ ム

(5%ア セ トン/ヘキサン)

内 標 準 添 加
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